
自然保護の動向
見倉のトチノキ林の保護

中魚沼郡津南町見恵のトチノキ柿内に防災印ため中

土石曹工事用違指が通るとの情報からモの中止古訓粥

県遣排水庄部柿政吉割こ志願いLたところ、工事予定が

変更さ札、見合のトチノキ柿は白紙状態で保証するこ

とになりまLた。聞儒者の探い御理解に厚く御礼申し

上げます。

昆虫印トチノキ柿の保証については、次のような控報や

理由があり、今態とも林田に遭指看過すことなく自鮎の手佳

棒にまかせる配慮が必要と考える。

1．この地軌ま、新開県自推環境保全埴域の措置相当の葦吉

論喜もとに、版山宮林署に同意昔お甜いLた控緯が轟る。

白新環境保全地軌ま人手音加えずに、白盛の推掛こ委ね

ることが基本的な考えでぁる。現存するトチノキ柿とL

ては、県内唯－のもので晶り、トチノキ町最大巧幹荏昔

もつ樹が生育Lているところでぁる。

2．トチノキ柿の成立は、何百年町提過音程て来ているL、

また、たえず崩壊置探題すこのような地形でぁるからこ

そブナでなくトチノ辛が生育して樹林古形成Lたと考え

るので、局所的に人手昔加えても崩壊巷会い止めること
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写真　トチノキの巨‡

嘩1＝ヒ亡二≡≡⊥fユー間三＝i：モニ√叩くニ′■■

は不可能で量ろう。

；・日≠掛こ肥成された枯目刺ま、休業の立場からもーつ印出

立な見本粘で右り、モの樹柵こ人工壬加えることほ、白

拙に形成された現状巷乱すことになると思われるので、

自社の手性掛こまかせることが肝要でぁる。工：井関の道指

建設はこの見本柿に大きな打豊吉与えるで畠ろう。

ヒ．この地域は長針こトチノキ林だけでなく、このような崩

壊喜提起すところに生育する拙物がみられる。例えば、

土石留工事予定土出こは、タロイチゴ、7サノハカエデな

ど県内でも比拉的柿庄の植物が生育している。また工三j‡

用遺措置予定Lている鳩柿には、出玉な植物（絶滅危ぐ

柾〕が生育Lている。このような崩境地でぁるからこモ

生育Lている植物で轟り、土石田工三脚まこのような植物

町生育にも卍埋首与える。

I．土石留工∃i予定地の近くに晶る風穴には、県内ではこ

こだけに分布する植物が島り、また夢くの高山性の植物

が下降Lて生育Lている極めて貴重なところで晶古。単

に風の吹出し口だけでなく、この風穴昔とりまく周辺は、

広い沌囲で保証することが肝要でぁる。

i．土石留工事予定地〔小沢〕古中心に土石が扇状に広が

っているが、すべてがこの沢からの落石による結果では

ない。こ町柿の上は、たえず括石の危院の晶る急傾斜士乱
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　あるいは崖となっているので、単にこの小沢だけの土石　　　　後、侵入禁止してもその道路沿いに人が入りやすくなり、

　留工事で落石を防止することは出来ない。卑に昨年春こ　　　　現状よりも多くの入が訪れる可能性が大であり、危険度

　の小沢を訪れた際・沢以外から落石があり、危険な状況　　　　も増す。

　に遭遇した経験がある。　　　　　　　　　　　　　　　　9．観光目的に工事後の道路に使用するような計画がもし

7・上記のようにこの地域は耐えず落石の危険があるので・　　　　あるとすれば、トチノキ林の保護に逆行することになろ

むしろ立入を禁止する対策が疹要である。　　　　　　　　う。危険もあり、大きなトチノキの観光目的の行為は避

8・工事用の道路は建設終了後でも人が容易に入り易くな　　　　けるべきであろう。

　り・人の導入口の役割をになうことになり・周辺の自然　　　10．工事の目的が、下方の林道を通る車や人のためである

が荒らされることに関連するばかりでなく、落石による　　　　ならば、林道の山側に沿って落石を防ぐコンクリート壁

被害の発生の可能性も大きくなる。被害が生じた場合、　　　　を建設して林道と崩壊地とを隔てる方が、土石留工事を

（石沢進）

と考える。（一旦車の通れる道路を作った後、工事終了

弥彦山脈植物友の会
『物部の　八十少女から　汲みまがふ　寺井の上の　堅香子の花』

　越中国守、大伴家持（万葉集［4143］　750年頃）に歌われたカタクリの花は、一説に今の（コシノ）コバイモとの意見もあ

ります。ともに雪国の春を実感する喜びの象徴であります。

　1200年余の悠久の時を経てカタクリは今年も、そして来年も咲き続けるでしょう。私たちの代で、この自然の恵みたる輪廻の

輪を断ち切る事のないよう、未来永遠に豊かなる自然を引き継ぎたいとの願いを込め、また、弥彦山、カ＝角田山、タ＝多宝山、

ク＝国上山、リ＝輪廻を掛言葉とし、当会の名前と、会誌名『カタクリの詩』の由来としています。

　“植物を愛し、大事に思い、植物をありのままに理解したいと願う方ならどなたでも参加してください”との呼び掛けで、1992

年春に発足して今年で3年目になります。

設立者の；人・刈屋寿氏の熱心な植9Utg導のもと、徳と、植物勉強会醐み合魂、ほ朗1回のペースで活動していま

す。山菜の会、ソーメン流しの会、芋煮会、バーベキュー会など、いつしかグルメの会も兼ね、抹茶点前も特徴としております。

参加者も老若男女幅広く、家族ぐるみのファミリーな構成です。今年度の勉強会のテーマとして、角田山登山道に沿って、順次

四季毎に植物分布案内書を纏めたく、一年ニコースを調査目標にしたいと考えております。

人はその器に従うと言葉も在ります。自然を等身大そのままに把握する事から、おうぎょうでない、私たちに出来得る自然保護

について模索して行きたいと考えております。会の趣旨に共感された方々のご参加をお待ち致しております。

　　　　　　　『花をのみ待つらん人に山ざとの雪間の草の春を見せばや』

　　　　　　　『年々歳々花相似　年々歳々入不同』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弥彦山脈植物友の会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西蒲原郡岩室村大字和納1966－56

TEL　0256－82－4368　横内忠紀




